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論文内容要旨 

 

これまでに、紫色 LED 照射により歯周病原細菌 Fusobacterium nucleatum (F. nucleatum) の増殖

を抑制することを報告してきた。一方、リボフラビン製剤という光感受性物質に青色 LEDを照射する

ことによって活性酸素が発生し、その活性酸素に殺菌作用があると報告されている。そこで本研究で

は、青色 LED 照射のう蝕原性菌 Streptococcus mutans (S. mutans) に対する影響および歯肉上皮細

胞に対する影響について検証した。 

S. mutansは、青色 LEDと 0.01％リボフラビン (Vitamin B) 溶液にて処理し、好気培養条件下に

おける増殖を OD600 にて計測した。SV40 Large 抗原トランスジェニックマウス由来歯肉上皮細胞 

(GE1細胞) は、青色 LED と 0.01％リボフラビンを用いて同じく処理した。細胞における遺伝子発現

は real-time RT-PCR、タンパク発現は Western blotting を用いて解析を行った。 

 S. mutansにおいて、50 J/cm2までの青色 LED 照射では増殖に影響はなかったが、リボフラビン溶

液添加により、25 J/cm2照射強度から増殖抑制が認められた。GE1細胞において、50 J/cm2照射およ

びリボフラビン添加処理により、酸化ストレスに関与する HO-1の発現量が増加した。 

 以上の結果から, 50 J/cm2の青色 LED照射は、リボフラビン添加により、う蝕原性菌 S. mutansに

対して増殖抑制を示す一方、歯肉上皮細胞 (GE1 細胞) に対しては酸化ストレスを誘導することが示

唆された。 

 

 

 



論文審査結果要旨 

 

本学位論文は、青色 LED照射に加え、ビタミン Bのう蝕原性細菌 Streptococcus mutansに対する

影響および歯肉上皮細胞に対する影響について検討したものである。 

S. mutansは、青色 LED と 0.01％リボフラビン (Vitamin B) 溶液にて処理し、好気培養条件下にお

ける増殖を OD600にて計測した。SV40 Large 抗原トランスジェニックマウス由来歯肉上皮細胞 (GE1

細胞) は、青色 LEDと 0.01％リボフラビンを用いて同じく処理している。細胞における遺伝子発現は

real-time RT-PCR、タンパク発現は Western blotting を用いて解析を行っている。 

研究結果として、ビタミン B 溶液を添加し青色 LED 照射することにより、S. mutans の増殖抑制

および、歯肉上皮細胞の生存率の低下が認められた。また、ビタミン B 溶液を添加し 25 J/cm2 青色

LED 照射することにより、歯肉上皮細胞に対して酸化ストレスマーカーである HO-1遺伝子およびタ

ンパク発現が誘導されていた。本学位論文は以下のことを明らかにした。まず、LED 照射のみでは、

S. mutansおよび GE1細胞の増殖に影響はなく、25 J/cm2以上の青色 LED照射とビタミン B添加に

より、S. mutansに対し殺菌効果を示したこと。LED 単独では、GE1細胞に対し増殖抑制および酸化

ストレスは誘導されなかったこと。そして、LED照射とビタミン Bを添加することで、う蝕原性細菌

S. mutansに対する殺菌効果が示されたが、同時に歯肉上皮細胞 GE1に対して酸化ストレスマーカー

（HO-1）が誘導されたこと。 

以上から、今後 LED 照射とビタミン B の併用に対し更なる研究に貢献しうるという点において、

本論文は博士（歯学）の学位を授与するに値すると判定した。 


